
医学部医学科において新型コロナウイルス感染症罹患者・濃厚接触者・接触者が発生した場合の対応のガイドライン 2021年4月21日医学部医学科教務委員会承認，2022年9月20日改訂の

　このガイドラインは，医学部医学科において罹患者・濃厚接触者・接触者が発生した場合の学生への指示・指導の方針として策定。 「新型コロナウイルス感染症罹患者・濃厚接触者・接触者が発生した場合の対応」を図示

　学内外での臨床実習の有無にかかわらず適用する。

　別紙「医学部医学科において新型コロナウイルス感染症罹患者・濃厚接触者・接触者が発生した場合の対応フローチャート」で流れを確認する。
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●濃厚接触者もしくは接触者となった場合（保健所の連絡がなくとも，接触した罹患者から連絡があった場合を含む）
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※PCR検査の結果を医学部医学科教務担当に必ず連絡し，登校許可を得ること。

※濃厚接触者・接触者の判定は保健所の判断に委ねるが、必要に応じて大学病院の感染対策チームが判断をすることがある。

●感染源調査のためのPCR検査対象となった場合

　PCR検査の陰性が確認され次第，登校可能

●風邪の症状（発熱・咳・鼻水・咽頭痛・倦怠感等）又は味覚障害・嗅覚障害などの体調不良の場合
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※学外実習の場合，受入先病院の規定に従う。

※PCR検査の結果を医学部医学科教務担当に必ず連絡し，登校許可を得ること。

【用語説明】

●濃厚接触者：新型コロナウイルス患者と近距離かつマスク無しあるいは長時間接触し，感染した可能性が高い方。濃厚接触者は，罹患者との最終接触から最低5日間は隔離しながら健康観察をしなければならない。

●接触者：濃厚接触者ほどではないが，新型コロナウイルス罹患者との接触歴があり，感染している可能性が否定できない方。接触者は必ずしも隔離対応の必要はないが，一定期間は通常より徹底した

　　　　　　　健康観察や感染対策が必要となる。

　※基本的に，濃厚接触者・接触者の判定は保健所の判断に委ねる。医療系職員・医療系学生の場合，別途，必要に応じて大学病院の感染対策チームが判断することがある。

●感染源調査：新型コロナウイルス罹患者の感染源がわからない場合に，その方の所属する集団（職場・部活・サークル等）を対象にPCR検査を実施する調査

●接触者調査：新型コロナウイルス感染者の濃厚接触者・接触者を特定し，その後の感染連鎖を止めるための調査。最終接触から発症までの期間を考慮に入れ，濃厚接触者・接触者に対し，PCR検査が行われる。
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※発症翌日から10日，かつ症状軽快から72時間経過が必要

解除後は基本的感染対策（マスク着用・手指衛生）を
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保健所もしくは大学の指示に

よりPCR検査⇒陰性

検査結果にかかわらず、 自

隔離解除後は基本的感染対策（マスク着用・手指衛生）を徹底しながら登校可能。

但し、最終接触から6日目、7日目は、普段より徹底した体調管理と感染対策を行う。

とりわけ、個食・黙食を徹底すること、集団活動に参加しないこと、乳幼児・高齢者・

患者等との接触には最大限注意すること。

自宅待機

隔離解除後は基本的感染対策（マスク着用・手指衛生）を徹底しながら登校可能

PCR検査⇒陰性

PCR陽性

入院、宿泊施設、自宅での療養

※発症翌日から7日，かつ症状軽快から24時間経過が必要

隔離解除後は基本的感染対策（マスク着用・手指衛生）を徹底しながら登校可能

但し、最終接触から8日～10日目は、普段より徹底した体調管理と感染対策を行う。

とりわけ、個食・黙食を徹底すること、集団活動に参加しないこと、乳幼児・高齢者・

患者等との接触には最大限注意すること。
より慎重な健康観察と感染対策

より慎重な健康観察と感染対策

隔離解除後は基本的感染対策（マスク着用・手指衛生）を徹底しながら登校可能。

但し、最終接触から5日目、6日目、7日目は、普段より徹底した体調管理と感染対策

を行う。とりわけ、個食・黙食を徹底すること、集団活動に参加しないこと、乳幼児・高

齢者・患者等との接触には最大限注意すること。



医学部医学科において新型コロナウイルス感染症罹患者・濃厚接触者・接触者が発生した場合の対応フローチャート
学務課

①保健所から「陽性」と判定され
た。

①保健所や大学から「濃厚接触者」
と判定された。同居の家族が発症も
しくは検査で「陽性」となった。

①大学から「接触者」と判定され
た。

①接触歴のある者から「自分が罹患
者」であると告げられた。

①学生からの連絡を受け，安全衛生部，保健管理
センター，医学部⻑，医学科⻑，教務委員⻑，校
友会会⻑（課外活動の場合），感染制御部（臨床
実習生の場合）に連絡。

③保健所の指示に従い，入院等の加
療。
保健所及び大学からの聞き取り調査
への回答。

③自宅待機の上，保健所や大学の指
示に従い，PCR検査受検。
保健所及び大学からの聞き取り調査
への回答。

③自宅待機の上，大学の指示に従
う。大学からの聞き取り調査への回
答。必要に応じてPCR検査。

③自宅待機の上，大学からの指示に
従う。

②学生からの連絡を受け，授業担当教員に連絡。

③学生からの連絡を受け，安全衛生部，保健管理
センター，医学部⻑，医学科⻑，教務委員⻑，校
友会会⻑（課外活動の場合），感染制御部（臨床
実習生の場合）に連絡。

⑤隔離解除後，保健所の指示に従
い，健康観察を継続。
隔離解除後は基本的感染対策（マス
ク着用・手指衛生）を徹底しながら
登校可能。

⑤PCR検査の結果が「陽性」の場合
は「陽性」のフローチャートに従
う。「陰性」の場合であっても，最
終接触から５日間は自宅待機。最終
接触後６日目から隔離解除。ただ
し、最終接触から７日間は普段より
徹底した健康観察と感染対策を行
う。その後は基本的感染対策（マス
ク着用・手指衛生）を徹底する。

⑤PCR検査を受検し，「陽性」の場
合は「陽性」のフローチャートに従
う。「陰性」の場合は，医学部医学
科教務担当に検査結果を知らせ，登
校の許可を得る。（検査結果確認後
の翌日から基本的感染対策（マスク
着用・手指衛生）を徹底しながら登
校可能。）
PCR検査不要の場合は，大学の指示
に従う。

⑥医学部医学科教務担当への入院，
退院，登校可能日を連絡する。
（086-235-7020）
※学生は保健所からの指示をすべて医学
部医学科教務担当に伝える。

④学生からの連絡を受け，安全衛生部，保健管理
センター，医学部⻑，医学科⻑，教務委員⻑，校
友会会⻑（課外活動の場合），感染制御部（臨床
実習生の場合）に連絡。

⑤授業担当教員へ公欠届の送付。

※大学のヒアリング調査では，接触者，最終接触日，接触時の状態（マスクの有無等）,自身の体調等について調査しますので,準備しておいてください。

⑧基本的感染対策（マスク着用・手指衛生）の徹底,健康観察の継続。

⑦隔離解除後，医学部医学科教務担当にて公欠の手続きを行う。

学生

④学生は保健所からの指示があった場合，全ての指示を医学部医学科教務担当に伝える。（086-235-7020）

⑥医学部医学科教務担当へのPCR検査結果を知らせ，登校許可を得る。
（登校可能日について，保健所の指示があった場合は，医学部医学科教務担当に伝え 
   る。）（086-235-7020）
※学生は保健所からの指示をすべて医学部医学科教務担当に伝える。

②自宅待機の上，医学部医学科教務担当へ連絡。（086-235-7020）
※連絡がつなかい場合，連絡がつくまで自宅待機。




